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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年4月20日(2017.4.20)

【公開番号】特開2016-54035(P2016-54035A)
【公開日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-023
【出願番号】特願2014-178803(P2014-178803)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｒ  13/52     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ   5/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   5/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｒ   13/52     ３０１Ｆ
   Ｂ６２Ｄ    5/04     　　　　
   Ｂ６０Ｒ   16/02     ６１０Ｂ
   Ｈ０２Ｋ    5/22     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源や検出センサとケーブルを介して接続されるコネクタ端子組立体において、
　前記コネクタ端子組立体は、合成樹脂からなる底面壁及びこの底面壁から立ち上がる側
面壁からなる内部空間を備えた有底箱状の基体と、前記基体の前記底面壁から前記側面壁
の方向に延びるコネクタ本体とから構成され、前記基体の前記底面壁は水平方向に対して
傾斜する傾斜面を備えており、前記傾斜面を利用して封止剤を重力作用方向に流動させて
前記基体の前記内部空間に前記封止剤を充填したことを特徴とするコネクタ組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載のコネクタ組立体において、
　前記傾斜面の高さが最も高い位置で注入ノズルによって前記封止剤を注することを特徴
とするコネクタ組立体。
【請求項３】
　請求項１或いは請求項２に記載のコネクタ組立体において、
　前記底面壁は下側に傾斜する１つの傾斜面、或いは下側に傾斜して交差する２つの傾斜
面から形成されていることを特徴とするコネクタ組立体。
【請求項４】
　請求項３に記載のコネクタ組立体において、
　前記傾斜面の傾斜方向の断面は直線状、或いは弧状、或いは直線状と弧状の組み合わせ
であることを特徴とするコネクタ組立体。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のコネクタ組立体において、
　前記コネクタ本体はその断面が長方形であり、前記底面壁の傾斜方向に沿って前記コネ
クタ本体の長手方向が位置するように前記コネクタ本体が配置されていることを特徴とす
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るコネクタ組立体。
【請求項６】
　制御機器等を電子的に制御するための電子制御組立体を電源や検出センサとケーブルを
介して接続するコネクタ端子組立体を備えた電子制御装置において、
　前記コネクタ端子組立体は、合成樹脂からなる底面壁及びこの底面壁から立ち上がる側
面壁からなる内部空間を備えた有底箱状の基体と、前記基体の前記底面壁から前記側面壁
の方向に延びるコネクタ本体とから構成され、前記基体の前記底面壁は水平方向に対して
傾斜する傾斜面を備えており、前記傾斜面を利用して封止剤を重力作用方向に流動させて
前記基体の前記内部空間に前記封止剤を充填したことを特徴とする電子制御装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の電子制御装置において、
　前記傾斜面の高さが最も高い位置で注入ノズルによって前記封止剤を注することを特徴
とする電子制御装置。
【請求項８】
　請求項６或いは請求項２に記載の電子制御装置において、
　前記底面壁は下側に傾斜する１つの傾斜面、或いは下側に傾斜して交差する２つの傾斜
面から形成されていることを特徴とする電子制御装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の電子制御装置において、
　前記傾斜面の傾斜方向の断面は直線状、或いは弧状、或いは直線状と弧状の組み合わせ
であることを特徴とする電子制御装置。
【請求項１０】
　請求項６乃至請求項９のいずれかに記載の電子制御装置において、
　前記コネクタ本体はその断面が長方形であり、前記底面壁の傾斜方向に沿って前記コネ
クタ本体の長手方向が位置するように前記コネクタ本体が配置されていることを特徴とす
る電子制御装置。
【請求項１１】
　ステアリングシャフトに操舵補助力を付与する電動モータと、前記電動モータの出力軸
とは反対側に配置され前記電動モータを制御する電子制御装置とにより構成され、前記電
子制御装置は、前記電動モータに底部が結合された有底筒形状のＥＣＵハウジングと、前
記ＥＣＵハウジングの内部に収容され前記電動モータを駆動制御するための電子制御組立
体を有する電動パワーステアリング装置において、
　前記電子制御組立体を電源や検出センサとケーブルを介して接続するコネクタ端子組立
体を前記ＥＣＵハウジングに固定し、
　前記コネクタ端子組立体は、合成樹脂からなる底面壁及びこの底面壁から立ち上がる側
面壁からなる内部空間を備えた有底箱状の基体と、前記基体の前記底面壁から前記側面壁
の方向に延びるコネクタ本体とから構成され、前記基体の前記底面壁は水平方向に対して
傾斜する傾斜面を備えており、前記傾斜面を利用して封止剤を重力作用方向に流動させて
前記基体の前記内部空間に前記封止剤を充填したことを特徴とする電動パワーステアリン
グ装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の電動パワーステアリング装置において、
　前記傾斜面の高さが最も高い位置で注入ノズルによって前記封止剤を注することを特徴
とする電動パワーステアリング装置。
【請求項１３】
　請求項１１或いは請求項７に記載の電動パワーステアリング装置において、
　前記底面壁は下側に傾斜する１つの傾斜面、或いは下側に傾斜して交差する２つの傾斜
面から形成されていることを特徴とする電動パワーステアリング装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の電動パワーステアリング装置において、
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　前記傾斜面の傾斜方向の断面は直線状、或いは弧状、或いは直線状と弧状の組み合わせ
であることを特徴とする電動パワーステアリング装置。
【請求項１５】
　請求項１１乃至請求項１４のいずれかに記載の電動パワーステアリング装置において、
　前記コネクタ本体はその断面が長方形であり、前記底面壁の傾斜方向に沿って前記コネ
クタ本体の長手方向が位置するように前記コネクタ本体が配置されていることを特徴とす
る電動パワーステアリング装置。
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